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会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
Ｄ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｉ
」
が
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。
体
育

会
優
秀
選
手
・
団
体
の
紹
介

で
は
剣
道
部
、
卓
球
部
、
馬

術
部
な
ど
８
団
体
29
人
が
紹

介
さ
れ
、
戦
績
が
報
告
さ
れ

　
２
０
１
８
年
度
校
友
会
定

時
総
会
が
７
月
21
日
、
東
京

都
新
宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。
校
友
・

大
学
関
係
者
ら
約
４
０
０
人

が
集
ま
り
交
流
を
深
め
た
。

　
物
故
者
へ
の
黙
と
う
の

後
、
全
学
応
援
団
が
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
、
出
席
者
全
員
で

校
歌
を
歌
い
上
げ
た
。

　
小
宮
多
喜
次
会
長
は
西
日

本
豪
雨
災
害
へ
の
見
舞
い
の

言
葉
を
述
べ
た
後
「
専
修
大

学
創
立
１
４
０
周
年
、
石
巻

専
修
大
学
創
立
30
周
年
に
向

け
、
一
致
団
結
し
て
大
学
へ

の
支
援
、
協
力
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
日
髙
義
博
理
事
長
は
「
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎
建

設
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
の
ほ

か
、
新
学
部
、
新
学
科
設
置

も
あ
る
。
新
し
い
専
修
大
学

を
打
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
は
最
新

の
受
験
生
の
志
望
大
学
調
査

結
果
を
具
体
的
に
示
し
な
が

ら
「
全
学
部
で
志

望
順
位
が
上
が
っ

て
い
る
。
大
学
の

新
た
な
計
画
、
試

み
が
広
が
っ
て
い

る
の
を
実
感
し
て

い
る
」と
話
し
た
。

　
石
巻
専
修
大
学

の
尾
池
守
学
長
が

あ
い
さ
つ
し
た

後
、
代
議
員
会
報

告
が
行
わ
れ
、
育

友
会
の
佐
々
木
悟

校
友
会
情
報

〈
東
北
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
９
月
29
日
（
土
）
14
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」

旴
東
北
支
部
連
合
会
事
務
局

☎
０
２
２
５
・
22
・
７
７
１
１

（
石
巻
専
修
大
学
事
務
部
内
）

菅
井
一
仁
氏
（
す
が
い
・
か

ず
ひ
と

昭
60
文
）
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
あ
さ
ひ
播
磨
㈱
代
表
取

締
役
社
長
に
６
月
20
日
付
で

就
任
。
本
社

島
根
県
。
警

備
業
務
。

＜校友＞

　
富
山
市
で
目
の
不
自
由
な

人
の
た
め
に
、
書
籍
な
ど
を

点
字
に
〝
翻
訳
〞
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
法
学
部
時
代
の
ゼ

ミ
の
指
導
教
授
・
日
髙
義
博

理
事
長
の
著
作
『
読
書
と
人

生
』
を
点
訳
し
た
。

　
学
生
時
代
の
夏
期
休
暇

中
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京

都
武
蔵
野
市
で
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
施
設
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
卒
業
後
は
家
業
の
不
動

産
業
を
手
伝
う
た
め
故
郷
富

山
県
に
戻
っ
て
結
婚
。
２
女

に
恵
ま
れ
、
子

育
て
に
追
わ
れ

る
中
、「
社
会

で
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
と
ず

っ
と
考
え
て
い

ま
し
た
」。

　

７

年

ほ

ど

前
、
保
育
園
に

通
う
次
女
の
マ

マ
友
か
ら
誘
わ

れ
点
訳
を
知
っ

た
。
指
で
触
っ

て
読
む
点
字
は

視
覚
障
が
い
者
が
社
会
生
活

を
送
る
上
で
、
不
可
欠
の
情

報
手
段
。「
こ
れ
だ
！
　
と

ピ
ン
と
き
た
の
で
す
」

　
富
山
市
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ア
イ
サ
ポ

ー
ト
Ｋ
ｉ
ｒ
ａ
ｒ
ａ
」
に
参

加
し
、
点
訳
の
基
礎
を
習
得

し
た
。
点
字
は
文
字
や
記
号

を
六
つ
の
点
の
配
列
に
よ
っ

て
表
し
、
す
べ
て
仮
名
で
１

字
ご
と
に
置
き
換
え
る
。
複

合
語
の
扱
い
や
、
文
節
の
区

切
り
に
空
白
を
入
れ
る
「
分

か
ち
書
き
」
な
ど
多
く
の
決

ま
り
ご
と
が
あ
り
、
読
み
や

す
く
す
る
た
め
の
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。「
日
本
語
を

き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
」
｜
｜
。
点
訳
の
奥
深

さ
と
と
も
に
、
や
り
が
い
を

覚
え
た
。

　
書
籍
の
点
訳
と
し
て
、
実

用
書
な
ど
こ
れ
ま
で
数
冊
を

手
掛
け
た
。
仕
上
げ
た
点
訳

に
複
数
の
メ
ン
バ
ー
が
綿
密

に
校
正
を
行
い
、完
成
す
る
。

　「
ぜ
ひ
私
の
手
で
点
訳
し

た
か
っ
た
」
日
髙
理
事
長
の

著
書
は
地
道
な
努
力
を
重
ね

１
年
が
か
り
で
仕
上
げ
た
。

刑
法
学
者
で
あ
り
幅
広
い
趣

味
を
持
つ
恩
師
の
生
き
方

に
、
学
生
時
代
か
ら
あ
こ
が

れ
て
い
た
。

　
今
春
開
か
れ
た
日
髙
理
事

長
の
古こ

稀き

を
祝
う
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
会
の
折
に
完
成
し
た

点
訳
を
印
刷
し
て
贈
呈
し

た
。
そ
の
時
の
恩
師
の
笑
顔

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　「
今
後
は
、視
覚
障
が
い
者

に
実
際
に
触
れ
る
機
会
を
持

ち
た
い
。
英
語
本
の
点
訳
に

も
取
り
組
み
た
い
」。柔
ら
か

な
表
情
で
意
欲
を
語
っ
た
。

恩師・日髙理事長の著書を点訳

富
山
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る

轡
く
つ
わ

田だ

　
倫

み

ち

子こ

さ
ん

（
旧
姓
稗ひ

え

田だ

、平
７
法
）

「
毒
婦
」

和
歌
山
カ
レ
ー
事
件
20
年
目

の
真
実

 

田
中
ひ
か
る
著

　
夏
祭
り
で
作
ら
れ
た
カ
レ

ー
に
ヒ
素
が
混
入
さ
れ
、
67

人
が
急
性
ヒ
素
中
毒
を
発
症

し
、
う
ち
４
人
が
死
亡
し
た

和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
事
件
か

ら
今
年
で
20
年
た
っ
た
。

　
現
場
近
く
に
住
む
林
眞
須

美
夫
妻
が
別
件
逮
捕
さ
れ
、

妻
は
カ
レ
ー
事
件
の
殺
人
と

殺
人
未
遂
容
疑
で
再
逮
捕
。

カ
レ
ー
事
件
無
罪
を
主
張
し

て
争
っ
た
が
２
０
０
９
年
死

刑
が
確
定
。
再
審
請
求
は
棄

却
さ
れ
即
時
抗
告
し
て
い

る
。

　
カ
レ
ー
事
件
の
現
場
で
何

が
起
き
、
法
廷
で
何
が
裁
か

れ
た
の
か
。
眞
須
美
死
刑
囚

は
カ
レ
ー
に
毒
物
を
混
入
さ

せ
た
「
毒
婦
」
と
し
て
人
々

に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
メ
デ
ィ

ア
ス
ク
ラ
ム
（
集
団
的
過
熱

取
材
）
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

人
々
の
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い

〈
新
潟
県
支
部
総
会
〉

▽
10
月
６
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
」
旴
水

戸
部
修
一
氏
☎
０
９
０
・
４

６
０
３
・
３
２
９
２

〈
福
岡
支
部
総
会
〉

▽
10
月
11
日
（
木
）
18
時
30

分
〜
▽
地
下
鉄
中
洲
川
端
駅

か
ら
徒
歩
１
分
「
博
多
エ
ク

セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
」
旴
真
鍋

秀
泰
氏
☎
０
９
０
・
７
４
６

６
・
８
３
２
６

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
10
月
13
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
旴
真
石
博
文
氏
☎
０
９

０
・
３
３
６
０
・
０
９
０
４

専
修
大
学
法
曹
会 

無
料
法
律
相
談
会 

 

月
以
降
の
開
催
日
程

【
日
程
】
▽
10
月
10
日
▽
11

ワ
イ
ン
大
学 

 

／

開
催

▽
11
月
16
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１

号
館
15
階
「
報
恩
の
間
」
▽

会
費

４
０
０
０
円
、
学
生

２
０
０
０
円
※
申
し
込
み
が

必
要
▽
受
付
期
間

10
月
１

日
（
月
）
〜
11
月
５
日
（
月
）

会
計
人
会
総
会

　
校
友
会
職
域
支
部
で
、
公

認
会
計
士
や
税
理
士
の
会
で

あ
る
専
修
大
学
会
計
人
会

（
吉
田
伸
江
会
長

昭
54
院

商
修
）
の
第
55
回
定
期
総
会

が
７
月
18
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
　

　
役
員
改
選
な
ど
が
行
わ

れ
、
吉
田
会
長
は
「
会
計
や

税
務
に
関
す
る
研
修
会
を
定

る
。

　
歴
史
社
会
学
者
の
田
中
ひ

か
る
さ
ん
（
平
13
院
文
修
）

は
カ
レ
ー
事
件
の
資
料
や
報

道
内
容
を
一
か
ら
検
討
し
、

眞
須
美
死
刑
囚
と
面
会
・
文

通
を
重
ね
、
林
一
家
を
長
年

取
材
し
て
き
た
。
本
書
で
は

「
女
性
の
犯
罪
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
と
い
う
側
面
か
ら
切
り

込
み
、
死
刑
囚
の
「
実
像
」

と
事
件
の
「
真
相
」
に
迫
っ

て
い
る
。（
ビ
ジ
ネ
ス
社
刊

・
１
６
０
０
円
＋
税
）

企
業
家
ク
ラ
ブ
総
会

　
企
業
の
役
員
や
管
理
職
と

し
て
経
営
を
担
う
卒
業
生
の

会
「
専
修
大
学
企
業
家
ク
ラ

ブ
」
の
第
８
回
総
会
が
７
月

27
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
。
23
人
が
出
席

し
、
情
報
交
換
と
親
睦
を
図

っ
た

写
真
。

　
総
会
で
は
、
顧
問
の
齋
藤

憲
名
誉
教
授
が
昨
年
度
の
活

動
を
報
告
し
た
。
協
賛
す
る

月
14
日
▽
12
月
12
日
▽
２
０

１
９
年
１
月
16
日
▽
２
月
13

日
▽
３
月
13
日
（
い
ず
れ
も

水
曜
日
）【
時
間
】
16
時
30
分

〜
19
時
30
分
【
会
場
】
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館
「
今
村

記
念
法
律
事
務
所
」
※
要
予

約
問
今
村
記
念
法
律
事
務
所

☎
03
・
３
２
６
４
・
１
７
２
１

問
校
友
会
事
務
局
☎
03
・
３

２
６
５
・
７
５
７
９

　
学
校
法
人
専
修
大
学
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
３

氏
に
、
日
髙
義
博
理
事
長
が

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
榮
田
正
治
氏
（
昭
52
法
）

へ
の
贈
呈
式
は
７
月
21
日
、

都
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
。「
友
人
と
交
流
し
、
充

実
し
た
学
生
生
活
だ
っ
た
」

と
榮
田
氏
。
卒
業
後
は
地
元

奈
良
県
で
信
用
金
庫
に
勤

400
人
が
交
流
深
め
る

校

友

会

定
時
総
会

左
か
ら
日
髙
理
事
長
、瀧
本
氏
、

佐
々
木
学
長

感
謝
状
を
手
に
す
る
中
村
氏

（
前
列
中
央
）

日
髙
理
事
長
か
ら
感
謝
状
を

受
け
る
榮
田
氏
（
左
）

期
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
新

役
員
と
と
も
に
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
懇
親
会
に
は
佐
々
木
重
人

学
長
、
商
学
部
の
柳
裕
治
教

授
、
国
田
清
志
教
授
を
は
じ

め
大
学
関
係
者
や
会
員
、
他

大
学
の
会
計
人
会
の
会
員
な

ど
約
60
人
が
出
席
し
た
。

佐
々
木
学
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
専
修
大
学
の
会
計
教

育
１
０
０
周
年
、
会
計
学
科

設
立
50
周
年
の
節
目
の
年
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
た
。

３
氏
に
感
謝
状

め
、
校
友
会
支
部
活
動
に
尽

力
。
今
後
も
地
元
と
母
校
を

結
ん
で
い
く
と
誓
っ
た
。

る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
起
き
た
。
ま
た
、
校
友

会
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
部
、
陸
上

競
技
部
、
石
巻
専
修
大
の
女

子
競
走
部
に
特
別
支
援
助
成

金
が
授
与
さ
れ
た
。

　
香
川
県
か
ら
参
加
し
た
横

田
幸
三
さ
ん
（
昭
47
経
済
）

は
「
休
眠
状
態
の
地
元
支
部

の
再
立
ち
上
げ
の
た
め
に
出

席
し
、
各
支
部
の
活
動
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
明
る

く
話
し
た
。

　
総
合
司
会
は
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
講
座
（
本
学
就
職
部
主

催
）
を
受
講
し
て
い
る
久
米

麻
由
さ
ん
（
文
２
）
が
務
め

た
。「
初
め
て
の
大
役
に
緊

張
し
ま
し
た
」
と
話
す
が
、

ス
ム
ー
ズ
な
進
行
ぶ
り
に
会

場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
。

た
。
公
認
会
計
士
と
し
て
活

躍
す
る
一
方
、
専
修
大
学
監

事
を
務
め
る
。
同
期
の
佐
々

木
重
人
学
長
と
当
時
の
講
義

や
計
修
会
の
活
動
な
ど
を
語

り
合
い
、
学
生
の
活
躍
に
期

待
を
寄
せ
た
。

　
伊
勢
原
体
育
寮
近
く
で
造

園
業
を
営
む
中
村
真
一
郎
氏

は
ラ
グ
ビ
ー
部
へ
の
支
援
を

目
的
に
寄
付
さ
れ
た
。
８
月

７
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
問
し
た
中
村
氏
は
「
30
年

以
上
専
大
を
応
援
し
て
き

た
。
１
部
に
復
帰
し
た
ラ
グ

　
瀧
本
和
男
氏
（
昭
53
商
）

へ
の
贈
呈
は
７
月
25
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

ビ
ー
部
に
は
頂
点
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
語

っ
た
。

「
専
修
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
援
助
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け

入
れ
状
況
、
講
義
へ
の
講
師

派
遣
な
ど
を
紹
介
し
、「
会

員
の
協
力
が
学
生
の
活
動
を

支
援
し
、
教
育
の
充
実
に
つ

な
が
っ
た
」
と
成
果
を
述
べ

た
。
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
、
学
生
と
連
携
し
た
活
動

を
行
う
こ
と
や
寄
付
講
座
の

実
施
が
提
案
さ
れ
、
実
現
に

向
け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
吉
田
会
長

旧
交
を
温
め
る
校
友

新役員とともに校友会の発展を誓う小宮会長


